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◆駒羽会行事◆

創部35周年記念総会

1985年11月12日（ホテルセンチュリーハイアット）
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関西OB会第1回

1987年8月21日（住友金属寮）

1
1

ｸ■

、

1
Ｅ
州
勾

口

■
日

一

Rを
姦

●

叩
』

1 k'j1
サー

冨
堅一

～

iざ｡．
戸｡ ＝諄

'瞳啄‘‐ー二
■

一

V111

1



◆駒羽会行事◆

バドミントンフェスティバル

第1回 1989年3月19日 （駒場1体）
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◆駒羽会行事◆

第2回

1990年3月
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◆駒羽会行事◆

g11部40周年記念総会

1990年10月20日（学士会館）
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◆駒羽会行事◆

監督交替パーティ

1991年3月16日（アサヒビアケラー渋谷）

京都大学バドミントン部創部45周年

1992年5月5日（京都大学）
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◆駒羽会行事◆

臨時駒羽会総会

1992年6月6日 （山上会館）
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◆駒羽会行事◆

上野前部長の功績を称える会

1992年9月11日（ホテルセンチュリーハイアット）
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臨時駒羽会総会

1993年6月12日（学士会館）
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◆駒羽会行事◆

gl1部45周年記念総会

1995年1 1月18日 （小田急ハルク「豪華｣）
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◆駒羽会行事◆

法政大学バドミントン部創部50周年

1997年10月18日（ホテルグランドパレス）

京都大学バドミントン部創部50周年

1998年10月10日（京都大学）

1卿’
｜ ，ノブ ’1 ′『

４

１
Ｊ
八
匹

Ｊ
４
Ｔ
５
予
土
づ
む

Ｔ
４
ｒ
匙
ｒ
Ｇ

竺

今

I

XVl

I



◆駒羽会行事◆

秋山敦男さんを偲ぶ会

2000年6月16日（ホテルグランドパレス）
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東京大学バドミントン部五十周年記念誌

●創部50周年を迎えて●

三浦登

金丸清昭

石田仁志

杉本光貞

清水務

中山敏弘

部長

駒羽会会長

監督

主将

日本バドミントン協会副会長

洛羽会会長

３
５
７
９
１
３

１
１

●活動史●

バドミントン部倉l1立50周年を迎えて

バドミントン部50年存続の背後にある7つの仕組み

初代主将、前部長上野正

初代監督 司馬正次

17

22

リーグ戦・国公立戦・京大戦・七大学定期戦

昭和25～33年頃「東大バドミントン部の黎明期」

昭和28～31年「半世紀前のこと」 足ゴ

昭和32～35年「1958～60年のこと」

昭和33～35年「関東大学リーグ戦二部復帰の頃」

昭和35～38年「昭和35～38年」

昭和38～41年「昭和39～41年の戦績」

昭和41～44年「苦い思い出の時代」

昭和43～46年「あの頃」

昭和45～48年「学年不在を乗り越えて(Roadto2部)」

昭和48～51年「二部昇格、三部降格、そして二部昇格の夢」

昭和52～54年「ダブルスで掴んだ三部復帰」

昭和54～57年「1980-82年の攻防」

昭和57～60年「昭和57年から60年」

昭和59～62年「エース君臨の時代からエース不在の時代へ」

昭和62～平成2年「一番うれしい思い出.悔しい思い出」

平成元～4年 「6， 2， 5， 2」

平成3～6年 「駒場時代を振り返って」

平成6～9年 「現役諸君よ、強くあれ」

平成9～12年「現役生活を振り返って」

足達

1

編集委員会

・深田健介

比田 宏

渡辺光夫

平松由紀夫

北浦正一

川上邦彰

岡本伸行

江藤弘純

村田光二

上野誠也

炭谷俊樹

村田 章

壁矢和久

戸塚英男

石田仁志

川 信郎

古川敦司

杉本光貞

33
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37

39

42

48

52

55

58

62

65

67

70

74

77

80

83

86

89
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2．京都大学との交流

京大戦：年おくれの修学旅行

京都大学との交流

京大戦の思い出

京大戦の思い出

東大／京大42年入学組の交流

「めばえ」

京大戦一過去・現在・未来

京大バドミントン部との交流

今後とも京大メンバーと長いお付きあいを…
感銘、あるいは刷り込み

京都大学との交流

京都大学との交流

京都大学との交流

細矢冨雄

金丸清昭

三浦登

神田道男

小林健

関和夫

小應長

佐藤彰彦

森郁雄

先田力哉

平野正浩

香西昌平

勘里裕樹
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3．合宿

合宿、練習方法の改善など

合宿のことども、 トレーニング事始め

バドミントン部創立10年頃の合宿の思い出

合宿から見た4年間

限界を超えて行こう

検見川の熱い夏

裏合宿史1985-1988

合宿の思い出

橋本章

渡辺光夫

佐藤祥次

鈴木明夫

大田 豊

久保田正志

木藤祐一郎

伊藤恒有

123

125

129

131

135

139

141

144

4．女子部

女子部の夜明け前

昭和48年度入学女子部員の卒部まで

20年前の女子部

女子部について

必死だったあの頃

なんだかんだ言っても、結構いい感じで似てた

平成5年～9年、女子部を支えた人々
「女子部｣から｢チーム｣へ
女子部の強化について

豊田拓男

江藤浩子

渋谷紀子

升野伸子

志村もと子

小西美恵子

雑賀喜代美

岩井佳世子

吉野崇

149

152

154

156

157

159

163

165

167

5．部の在り方

東大バドミントン部の在り方

我々の時期における東大バドミントン部

30年程前の練習

ヤサシイ世代からの覚え書き

森本 岡ll

塚本壽雄

伊藤正博

野中浩一

171

173

177

179
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軟派よ去れ！硬派よ来たれ1

21世紀の東大バドミントン部（監督経験者座談会を通じて）

上野誠也

壁矢和久

腿
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１

6．部員達の憩いの場

東大バドミントン部北千束分室

お世話になった横山家

われらの定宿

岩松家

ひさご

駒場寮の思い出

金丸清昭

大西正芳

豊田拓男

岩松正憲

寳迫巌

中野史彦

193

196

198

204

206

208

伊豆・戸田マラソン

伊豆縦断レースの思い出

戸田マラソン人生論

伊豆戸田マラソンの思い出

7

岩崎與雄

上野誠也

野村誠

213

215

217

8.部報抜粋

バドミントンを始める人の為に

クラブ活動の心構え

遺産シリーズから

ストローク、練習、試合について

コースに対する意識他

伊丹誠

豊田拓男

野中浩一

村田章

後藤拓也

225

231

236

249

252

g.その他

関東大学OBバドミントン選手権大会

「蹴飛ばし｣について

部旗の話

「栄耀栄華」の旗について

バドミントンフェスティバルの創設

木によって育ち、金属とともに滅び、炭素によって復活する

～ダブルス選手権、シングルス選手権の回顧と現在～

ガス戦・東大戦

筑波大学との交流

東大バドミントン部と運動会総務について

東大バド部と私

バドフェス三洋電機選手招待について

金丸清昭
〃

豊田拓男

青山豊久

江藤弘純

257

261

264

267

野中浩一

豊田拓男

内藤史門

竹内実

陣野康幸

茂木淳一

269

271

274

276

279

281
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駒羽会以前

駒羽会以降（1985年以降）

鈴木明夫

小林伸宏

285

289

●追悼●

301

303

305

310

312

313

314

319

322

325

327

片山先生を悼む

片山先生と駒場の思い出

短編集「ヘソキチの独り言」から

横山正二様追悼文

上林邦雄さんの思い出

北沢巽君を悼む

弔辞（秋山敦男様告別式）

故木村武さん追悼文

宮地純樹氏追悼文

小吹哲郎君の急逝を惜しむ

湯浅有光君の思い出

上野正

早津秀彦

初代部長 片山信夫

鈴木明夫

杉原健児

西本正

橋本章

平松由紀夫

鈴木明夫

川上邦彰

小宮 泉

●駒羽会報から●

(1987年5月）全米バドミントン選手権の決勝戦を観て

(1987年11月）カフジの生活をふり返って

(1991年2月）香港のバドミントン事情

(1991年11月）モスクワ便り

(1993年6月）板場うら話

(1994年1月）オックスフォードでのバドミントン

(1994年6月）ニューヨーク雑感

(1994年11月）二つのB

(1997年6月）関西駒羽会会議録

(1997年11月)HongKong

(1999年6月）ミャンマー（旧ビルマ）に住んでみて

松本純子

盛俊夫

関みどり

秋山敦男

内藤史門

高橋克彦

重松宗男

相澤修三

小西美恵子

横山直也

川上泰司

331

333

335
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339

342

345
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357

●記録●

●駒羽会規約●

●編集後記●
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